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性能を示し、AQ に準じた格付けでは、MOE 下限値から E60 相当であることが分かっ
た。またクロスパネルの MOE と MOR の間には高い正の相関関係を認め、一方、Ksum





















さを変えることでパネルの反り量は変化し、表面 9mm、中芯 18mm、裏面 9mm とした
場合に幅方向と対角線方向の反りの抑制効果が認められた。  
第５章ではクロスパネルの特性を活かした「落とし込み工法」に着目し、耐力壁体と
してのクロスパネルの力学的性能を明らかにするために実大パネルによる面内せん断
試験を行い、壁倍率の算出を試みている。その結果、壁倍率は一間タイプが約 4.32、半
間タイプが約 3.58 で、良好な面内せん断性能を確保できることが分かった。また、試
験後のクロスパネルに木部の破壊、接着面のはく離などは全く認められなかった。現在、
クロスパネルを使ったこの工法は実際の建築物に応用され始めている。  
 
以上、本論文は鳥取県産スギで製造した３層クロスパネルが住宅用部材（床材、壁材）と
して優れた特性を有していることを実証しており、このことは県産スギ材の有効利用を格段
に進展させ、地域材の需要拡大に大きく貢献する。ここに審査委員一同は、本論文の実用性
ならびに応用性を高く評価し、博士学位論文に相応しい研究であると認めた。  
 
 
